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佐賀県医師会 健康情報誌

健
康は

一日にしてならず
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　今年2026年は、５月から例年にない厳しい暑さが続き、佐賀市でも５月として最多となる「10日間

の真夏日（最高気温30℃以上）」を記録、５月25日には早くも34℃に達する７月下旬並みの極端な

暑さに見舞われました。これからの７月後半から８月にかけては、気象台の予報通り平年を上回る

酷暑が予想されており、40℃近くに達する危険な暑さへの警戒が一段と必要になります。

　熱中症は命にかかわる病気ですが、正しい知識を持ち、日頃から予防に努めることで防ぐことがで

きます。ご自身はもちろん、大切なご家族や地域の方を守るために、ぜひ参考にしてください。

熱中症
①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
す
る（
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た

　
室
内
、風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
）

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、体
を
冷
や
す（
首
・
わ
き
の
下
・

　
足
の
付
け
根
な
ど
、太
い
血
管
が
あ
る
場
所
を

　
保
冷
剤
や
氷
で
冷
や
す
と
効
果
的
）

③
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る（
意
識
が
あ
り
、自
力

　
で
冷
た
い
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
め
る

　
場
合
の
み
）

④
改
善
し
な
い
場
合
、ま
た
は
意
識
が
な
い（
Ⅲ
度・

　
Ⅳ
度
疑
い
）場
合
は
す
ぐ
に
１
１
９
番
！

【 

救
急
医
か
ら
の
注
意
喚
起 

】

◎
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、無
理
に
水
を

　
飲
ま
せ
な
い
で
く
だ
さ
い（
誤
嚥
の
危
険
が
あ
り

　
ま
す
）。

◎
た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を
。搬
送
の
遅
れ
が

　
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
も
、体
に
水
を
か
け
た
り

　
扇
い
だ
り
し
て
、冷
や
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
高
齢
者
は
加
齢
に
よ
り
体
温
調
節
機
能
が
低
下
し
、

暑
さ
や
脱
水
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。佐
賀

市
内
で
も
、エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
い
な
い
部
屋
で
一
人

で
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
未
熟
で
、地
面
に

近
い
ほ
ど
気
温
が
高
い
た
め
、大
人
よ
り
暑
い
環
境

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。車
内
へ
の
置
き
去
り
は
短

時
間
で
も
致
命
的
で
す
の
で
、絶
対
に
避
け
て
く
だ

さ
い
。

【 

救
急
搬
送
例
か
ら 

】

◎
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が「
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
の

　
が
も
っ
た
い
な
い
」と
室
内
で
倒
れ
て
い
た
。

◎
炎
天
下
で
の
農
作
業
中
に
水
分
補
給
を
怠
り
、

　
田
畑
で
倒
れ
て
い
る
の
を
家
族
が
発
見
し
た
。

◎
子
ど
も
が
屋
外
で
の
活
動・部
活
動
中
に
意
識
を

　
失
っ
た
。

　
体
調
に
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、「
様
子
を
見

よ
う
」と
考
え
ず
、早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。軽
症（
Ⅰ
度
）の
う
ち
に
受
診
す
る
こ
と

で
、重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
や
持
病（
心
臓
病
・
糖
尿
病
・
腎
臓
病

な
ど
）の
あ
る
方
は
、健
康
状
態
を
か
か
り
つ
け
医
と

共
有
し
、服
薬
内
容（
利
尿
剤
な
ど
脱
水
を
促
し
や

す
い
薬
が
あ
り
ま
す
）の
確
認
を
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。

◎
熱
中
症
は
誰
に
で
も
起
こ
る
危
険
な
病
気
で
す
。

　
特
に
２
０
２
６
年
は
初
夏
か
ら
の
厳
暑
で
体
が

　
疲
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
最
新
の
基
準
で
は
最
重
症
の「
Ⅳ
度
」が
定
義
さ
れ

　
て
お
り
、意
識
障
害
と
高
体
温
は
一
刻
を
争
う
命
の

　
危
機
で
す
。

◎
エ
ア
コ
ン
の
使
用
・こ
ま
め
な
水
分
補
給
・
熱
中
症

　
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
確
認
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
佐
賀
県
内
で
は
搬
送
者
の
６
割
が
高
齢
者
で
す
。

　
周
囲
か
ら
の
積
極
的
な
声
か
け
・
見
守
り
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

◎
少
し
で
も
異
変
を
感
じ
た
ら
、無
理
を
せ
ず
速

　
や
か
に
か
か
り
つ
け
医
や
医
療
機
関
へ
相
談・　

　
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

6

も
し
熱
中
症
の
症
状
が
出
た
ら

〜
応
急
処
置
の
流
れ
〜

7

高
齢
者
・
子
ど
も
は

特
に
注
意

周
囲
か
ら
の
声
か
け・見
守
り
が

命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
は
、

毎
日
の
ひ
と
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

8

困
っ
た
と
き
は

か
か
り
つ
け
医
へ
相
談
を

9

ま
と
め

1 はじめに

佐賀大学医学部附属病院 高度救命救急センター長
阪本 雄一郎 先生

正しい知識で2026年の
本格的な夏を乗り切る



　
近
年
、熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
員
は
、全
国・

佐
賀
県
と
も
に
深
刻
な
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【 

全
国
お
よ
び
佐
賀
県
の
救
急
搬
送
人
員 

】

◎
令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）５
〜
９
月

　【
全
　
国
】10
万
５
１
０
人（
調
査
開
始
以
来
、初

　
め
て
10
万
人
を
突
破
し
過
去
最
多
）

　【
佐
賀
県
】９
３
６
人（
過
去
５
年
間
の
ス
パ
ン
で

　
見
る
と
確
実
な
上
昇
傾
向
）

◎
令
和
８
年（
２
０
２
６
年
）５
月（
速
報
値
）

　【
全
　
国
】５
月
中
旬
か
ら「
２
週
連
続
で
週
間

　
１
千
人
超
」が
搬
送
さ
れ
る
異
例
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
。

　【
佐
賀
県
】５
月
５
日
に
鳥
栖
消
防
署
管
内
で

　
今
季
初
の
搬
送（
20
代
男
性
）が
確
認
さ
れ
て
以
降
、

　
５
月
25
日
の
猛
暑
日
手
前
の
暑
さ
で
も
30
代
〜

　
80
代
の
男
性
４
人
が
同
時
に
搬
送
さ
れ
る
な
ど
、

　
初
夏
か
ら
救
急
搬
送
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

【 

佐
賀
県
に
お
け
る
発
生
の
特
徴 

】

　
佐
賀
広
域
消
防
局
や
佐
賀
市
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、救
急
搬
送
さ
れ
た
方
の
約
６
割
が
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、発
生
場
所
の
ト
ッ
プ
は「
住
居（
自
宅
）」で
す
。

エ
ア
コ
ン
の
な
い
室
内
や
、節
電
の
た
め
に
使
用
を

控
え
て
い
た
室
内
で
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち

ま
す
。さ
ら
に
、佐
賀
県
内
で
は
農
作
業
中
や
屋
外

で
の
散
歩
・
作
業
中
に
発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

「
誰
に
で
も
、ど
こ
で
も
、突
然
」起
こ
り
う
る
た
め
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
熱
中
症
と
は
、高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る

こ
と
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
機
能
が
正
常
に
働
か
な
く
な
る
こ
と
で

起
こ
る
症
状
の
総
称
で
す
。

　
最
新
の
医
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
日
本
救
急
医
学
会

な
ど
）で
は
、適
切
な
治
療
を
迅
速
に
行
う
た
め
、

重
症
度
を
軽
症
の「
Ⅰ
度
」か
ら
最
重
症
の「
Ⅳ
度
」

ま
で
の
４
段
階
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
図
）

【 

救
急
医
か
ら
の
ポ
イ
ン
ト 

】

◎
新
設
さ
れ
た「
Ⅳ
度（
最
重
症
）」は
極
め
て
死
亡

　
率
が
高
く
、一
刻
を
争
う
状
態
で
す
。

◎
Ⅲ
度
や
Ⅳ
度
が
疑
わ
れ
る
場
合（
意
識
が
少
し

　
で
も
お
か
し
い
、体
が
異
常
に
熱
い
な
ど
）は
、

　
た
め
ら
わ
ず
に
す
ぐ
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎「
自
分
は
大
丈
夫
」と
思
い
込
ま
ず
、周
囲
の
人

　
が
お
互
い
の
様
子
を
気
に
か
け
、早
期
に
気
づ

　
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
私
た
ち
の
体
は
、汗
を
か
く
こ
と
で
体
温
を
調
節

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、以
下
の
よ
う
な
条
件
が
重

な
る
と
、こ
の
体
温
調
節
の
し
く
み
が
破
綻
し
て

し
ま
い
ま
す
。

◎
高
温・高
湿
度
の
環
境（
佐
賀
特
有
の
、梅
雨
明
け

　
前
後
の
湿
気
を
伴
う
蒸
し
暑
さ
）

◎
水
分・塩
分
の
不
足

◎
連
日
の
厳
し
い
暑
さ（
体
に
蓄
積
し
た
疲
労
）

◎
疲
労・睡
眠
不
足・体
調
不
良

◎
通
気
性
の
悪
い
服
装
や
閉
め
切
っ
た
室
内

【 

救
急
現
場
で
よ
く
見
る
ケ
ー
ス 

】

◎「
節
電
の
た
め
、エ
ア
コ
ン
を
使
わ
ず
室
内
で

　
我
慢
し
て
い
た
」

◎「
真
夏
の
農
作
業
や
草
む
し
り
中
に
、水
分
補
給

　
を
忘
れ
て
い
た
」

◎「
厳
し
い
暑
さ
の
な
か
、屋
外
イ
ベ
ン
ト
や
ス

　
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
た
」

【 

２
０
２
６
年・特
別
注
意
事
項 

】

◎
今
年
は
５
月
か
ら
異
例
の
高
温
が
続
い
て
お
り
、

　
体
に
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
疲
労
が
溜
ま
っ
て

　
い
ま
す
。「
ま
だ
本
格
的
な
夏
に
な
っ
た
ば
か
り

　
だ
か
ら
」と
い
う
油
断
は
禁
物
で
す
。

◎「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」が
発
令
さ
れ
た

　
場
合
は
、不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、佐
賀
県
内

　
の
各
自
治
体
が
指
定
し
て
い
る
ク
ー
リ
ン
グ

　
シ
ェ
ル
タ
ー（
指
定
暑
熱
避
難
施
設
）な
ど
を

　
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
節
電
よ
り
命
が
大
切
で
す
。エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

　
た
め
ら
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
重
症
化
し
、

Ⅲ
度
や
Ⅳ
度
へ
進
行
し
や
す
い

パ
タ
ー
ン
で
す
。

日
頃
か
ら
の
対
策
が
重
要
で
す
。

熱中症の重症度と対応

めまい、立ちくらみ、
生あくび、大量の発汗、
筋肉のこむら返り、
手足のしびれ

主な症状

涼しい場所で休む。
水分・塩分を補給する。
改善しなければ
医療機関を受診。

対　応

医療機関への
受診が必要。 
自力で水が飲めない
場合は点滴が必要。

対　応

意識障害
（呼びかけへの反応が鈍い）、
けいれん、おかしな言動、
真っ直ぐ歩けない

主な症状

すぐに119番通報！
救急車を待つ間も
体を徹底的に冷やす。
入院治療が必要。

対　応

深部体温40.0℃以上、
かつ重度の意識障害
（呼びかけに全く応じ
ないなど）

主な症状

命の危険が極めて高い
状態。 直ちに高度な
医療機関での集中治療
（積極的冷却）が必要。

対　応

暑さを避ける（避暑）

水分・塩分を補給する

体調管理を行う

適切な服装を選ぶ

警戒情報を確認する

外出はなるべく朝夕の涼しい時間に。室内はエアコン・扇風機を使用し、
室温28℃以下を目安に。日傘・帽子を活用。

喉が渇く前にこまめに水分摂取。
大量に汗をかいたら塩分も補給（スポーツドリンク、経口補水液等）。

規則正しい生活で睡眠をしっかりとり、朝の体調チェックを習慣に。
日中の無理な屋外活動は控える。

通気性・吸湿性のよい素材、明るい色の服装を心がける。

環境省・気象庁が発表する「熱中症警戒アラート」「熱中症特別警戒
アラート」をテレビやスマートフォンで毎日確認する。

2

最
近
の
熱
中
症
救
急
搬
送

の
状
況（
全
国
と
佐
賀
県
）

4

熱
中
症
が
起
こ
る
原
因

3

熱
中
症
と
は
？（
最
新
の
４
段
階
分
類
）

5

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

で
き
る
こ
と

頭痛、吐き気、嘔吐、
強いだるさ、虚脱感、
集中力や判断力の低下

主な症状

軽
症（
Ⅰ
度
）

中
等
症（
Ⅱ
度
）

重
症（
Ⅲ
度
）

最
重
症（
Ⅳ
度
）

軽
症（
Ⅰ
度
）

中
等
症（
Ⅱ
度
）

重
症（
Ⅲ
度
）

最
重
症（
Ⅳ
度
）

軽
症（
Ⅰ
度
）

中
等
症（
Ⅱ
度
）

重
症（
Ⅲ
度
）

最
重
症（
Ⅳ
度
）


